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研究成果の概要（和文）：本研究では、近年の日本語における文法変化について類推ネットワークモデルの観点から分
析するため、昭和中期から後期にかけて出版された小説（主に文庫本、約700冊）をスキャンし、テキスト化して簡易
コーパスを作成した。主に書き言葉であったため、口語の変化を研究するに十分なデータが得られたわけではなかった
が、国会会議録検索システムなども併用しながら、接続助詞から接続詞化した「なので」や、「Ｖ＋ません」から「Ｖ
＋ナイデス」への変化を中心に、様々な事例を研究した。
研究成果の概要（英文）：This study made a private corpus of modern Japanese by scanning the thexts of 
novels (called "bunko-bon") in order to investigate the grammatical changes of moderen Japanese. The 
amount of data is not enought to reveal the all aspects of changes, but using the minutes of National 
Congress together with our corpus, we could graspe the grammatical change of some expressions. For 
example, Japanese conjunctive particle "Node(=because)" and the demonstrative "sore(=it)" made a complex 
conjunction "sore-na-node(because of it)." But several years later, the new conjunction "Na-node" is 
created by dropping the demonstratives.
研究分野：日本語学
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１．研究開始当初の背景 
近年、「ことばの乱れ」があちこちで指摘
され、批判されている。中でも、若者言葉に
対する批判は多いが、それらは新しく生み出
された語彙が多いため、物珍しく、注目を集
めやすいだけである。しかし、それだけでは
なく、気づかないうちに進行している言語変
化もある。 
特に、文法的な変化は気づかれにくい。気
づかれたとしても、単なる誤用として批判さ
れる場合が多いように見受けられる。中には
無知ゆえの、恣意的な誤用もあるかもしれな
いが、母語話者が文法に関する誤用を頻発す
るとも考えにくいため、それらの新用法が全
てが恣意的な誤用ではなく、中には言語学的
に見て妥当な（もしくは一定の理解が得られ
る）文法の変化も少なからず含まれているは
ずである。 
本研究では、そういった事例に光を当て、
その変化の妥当性を認知言語学の観点から、
特に類推ネットワークモデルを用いて、検証
することが目的であった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、近年進行しつつある言語変化
（新語・流行語の類いではなく、文法に係わ
る変化）の中には、単なる恣意的な誤用とし
て片付けるのではなく、言語学的に見て一定
の理解が得られる妥当な変化であるという
ことを示すことが主目的であった。 
その目的を達成するための手段として、言
語変化の実態を調査するためのコーパス（電
子テキスト・データ・ベース）を独自に作成
することも本研究の目的となった。そのデー
タを用い、近年観察された文法的変化の要因
が語用論的な推論や類推に基づいているこ
とを示し、その変遷過程について類推ネット
ワーク・モデルを用いて包括的に説明するこ
とが最終的な目的であった。 
 
３．研究の方法 
 まず、言語変化の実態を調査するためのデ
ータベース作りである。具体的には、近年（昭
和中期～後期）の小説をスキャンし、テキス
ト化してデータベース（コーパス）を作成し
た。選定した小説は、スキャン作業が捗るよ
うに、サイズが一定のものを優先し、文庫本
とした。研究予算の関係上、新品の書籍を購
入することは難しいため、某大手古書チェー
ン店に依頼し、1冊あたり100～140円で購入
できる文庫本を選定した。また、新規な表現
を積極的に取り入れている可能性が高いラ
イトノベルと呼ばれる小説も、90年代初等の
ものからなるべく多く選定し、データとして
取り込んだ。 
 これらの小説を画像データとしてパソコ
ンに取り込んで、テキスト認識（OCR処理）
を施した。OCRには市販のソフトを用いたが、
文字の認識精度は（特殊な記号などを除け
ば）ほぼ99％であった。ただし、ページ内に
は本文だけではなく、柱やノンブルなどもあ
るため、章タイトルやページ番号なども一緒
にテキストとして読み取ってしまうという
問題が生じた。画像データからそれらを外す
ためには、本文のみをトリミングするしかな
く、その作業に予定外の時間を費やした。 
 テキストデータ化したものは、初出年で10
年ごとのフォルダにまとめて整理し、KWIK 
Finderなどのソフトを使用して検索した。 
 
４．研究成果 
(1) 小説を約 700冊スキャンした簡易コー
パスは、画像としてスキャンした小説をＯＣ
Ｒソフトでテキストデータ化しただけのも
のであるが、研究に支障がない程度の認識率
で文字認識でいた。1970年～2001年までの
約30年分を収集しているが、90年～01年に
はライトノベルと呼ばれる小説も100冊ほど
入っており、口語表現を大いに反映したデー
タが収集できた。しかし、著作権があるもの
ばかりのため、本研究で作成したコーパスは
残念ながら一般公開できない。また、今回は
文庫化された小説からテキストを収集した
ため、生きた口語表現は少なく、「なので」
のようなややくだけた表現の使用例を十分
に収集できなかったという反省点がある。 
 
(2) 「Ｖマセン」から「Ｖナイデス」への変
化については、後者が出現し始めたと思われ
る明治期のデータとの比較を試みた。具体的
には、1890年代に初出の小説データを青空文
庫からダウンロードしたものを用いた。 
 その使用数の推移を見てみると、「Ｖマセ
ン」の使用が急激に減少している一夫で、「Ｖ
ナイデス」の使用数が（非常にゆるやかでは
あるが）増えていることが分かる。まだ使用
率が逆転していないとはいえ、長期的に見て、
いずれは「Ｖナイデス」が主流となりそうな
勢いである。 
 使用の実数ではなく、使用の割合で比較し
たものが次のグラフである。こちらを見ると、
両表現の使用割合の差が大きく縮まってき
たことが分かる。ただし、今回比較したデー
タは、文語的な文章と口語的な文章が入り混
じったものであったため、実態を正確に反映
しているとは言い難い。口語と文語を分けて
調査するなど、今後さらに詳細な調査が必要
であると思われる。 
 
 述語内の文法カテゴリーの配列を、「Ｖ＋
丁寧＋否定」から「Ｖ＋否定＋丁寧」への組
み替えと考えられるが、単なる文法構造の変
化だけではなく、その背後には（後でする「な
ので」とも連動するが）フォーマルな丁寧形
からカジュアルな丁寧形へと変化しつつあ
るのではないかと指摘した。 
 
(3) 接続詞化した「なので」については、2000
年頃からこれを言葉の乱れであるかのよう
に指摘する新聞記事が見られるようになっ
たため、その 90年代後半から一般での使用
が増えたものと考えられる。記事の中には、
①若者が頻繁に使用しており、②大学生のレ
ポートでも（つまり書き言葉としても）使用
されるようになった、との指摘があったが、
国会会議録で調査したところ、1966年に1例
の使用が見られ、70年代、80年代にもわず
か 1例ずつではあるが使用されているため、
決して若者だけが使用する表現ではないこ
とが分かった。 
 
 さらに、新聞記事の中でも、小学生の作文
を掲載するコーナーで、90年代の作文中に何
件か「なので」の使用が見られたため、大人
だけではなく、子供（児童）の間でも使用さ
れていたものと思われる。ただし、児童の作
文は、丁寧な表現を使用しなければならない
ことを児童なりに強く意識した文体であり、
「なので」が書き言葉として児童期から学
習・定着している実態が浮かび上がった。 
 では、なぜこのような「なので」が出現し
たのか。本研究で調査したところ、「なので」
が出現するよりも前に、指示語付きの「それ
なので」の使用が見つかった。1951年に2件、
1959年に1件、1964年に1件である。 
 以上のことから、先に述べた内容を指示詞
の「それ」で受け、「それなので」という形
での使用が先に生じ、その後に「それ」が省
略され、「なので」だけが残ったため、現在
のように「なので」があたかも独立した接続
詞のように使用されるようになったと考え
られる。つまり、接続助詞として使用されて
いた時は、「彼は賢いので、～～だ」と使用
されていたのだが、それが指示詞によって代
用され、「彼は賢い。それなので～～だ。」と
なり、そこから「それ」が省略されて「彼は
賢い。なので～～だ。」へと変化したものと
考えられる。 
 上記のように、併用されていた指示詞が省
略されることで、独立した接続詞になったと
考えられる例は、「（それ）なら、俺も行く。」
などが指摘されている（山梨正明著『認知文
法論』ひつじ書房、1995年）。そのため、付
属語の接続助詞が自立語化して接続詞へ変
化する過程において、指示詞の省略という一
般性の高い言語現象が存在する可能性が極
めて高く、「なので」も決して恣意的な言語
変化などではなく、そういった接続詞化の一
例として位置づけられるべきものであるこ
とが判明した。 
 ただし、「それなので」も「なので」も、
発生当初の使用事例は非常に少ない。この時
期は、まだ話し言葉としての印象が強かった
ためであろうか、今回の調査で収集した資料
では、「なので」の発生および変化の過程を
解明するに十分なデータを収集したとは言
い難く、今後、口語資料に基づいた調査がさ
らに必要であると思われる。 
 盛んに使用されるようになったのは 2000
年以降であるが、その様子は国会会議録の発
言データからも見て取れる。2000年前後の使
用事例の推移を見てみると、やはり先に示し
たように、「それなので」の使用事例が先に
増加し、そのあとを追うようにして省略形の
「なので」の使用が増加しているが、「なの
で」の使用数が多くなると、相対的に古い形
式である「それなので」の使用は低下してい
る。 
 
また、何に文法構造の変化だけではなく、
語用論的な要因も働いていたと考えられる。
「ですから」や「ですので」などはフォーマ
ルな丁寧形であり、基本的には、相手を遠ざ
けるネガティブポライトネスとなる。しかし、
丁寧さを維持しながら、相手との親密関係を
アピールするポジティブポライトネスを意
識して、「なので」というカジュアルな丁寧
表現が生み出されたと考えられる。 
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